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2022年3月期 第2四半期

Financial results summary
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2021年3月期
2Q

2022年3月期

金額
（百万円）

金額
（百万円）

増減額
(百万円)

増減率

売 上 高 6,084 7,168 +1,083 +17.8%

営 業 利 益 342 147 △194 △56.8%

経 常 利 益 341 139 △201 △59.0%

当期純利益 237 92 △145 △61.1%

前年同期比

2022年3月期第2四半期は増収減益

▶オペレーションサービスはコロナ特需の収束などにより減収となったものの、トランスポー
トサービスでの配車プラットフォーム事業の増加やM&Aなどによりグループ全体では増収を
達成

▶オペレーションサービスでの当グループ最大の事業所開設に向けたスタッフ採用費や教育費
などのコストが大幅に増加したことなど、事業拡大が見込まれる次の案件へ積極的に投資し
たことにより減益

売上高
7,168百万円

前年同期比
＋17.8％

主要経営指標の前年同期比較
2022年3月期 第2四半期 決算概要

2Q
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全体業績

連結売上高 連結営業利益
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2022年3月期 第2四半期 決算概要
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収益分析（営業利益の増減要因）

（単位:百万円）

2022年3月期 第2四半期 決算概要

2020年9月期
営業利益

2021年9月期
営業利益

342

147

トランスポート
サービス
+34

オペレーション
サービス
△45

本社費の
減少等
+28

その他事業
△19

流山事業所への投資
△204

＋73 △268

△196

国際物流
サービス
+11
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（単位:百万円） （単位:百万円）

2022年3月期第2四半期は減収減益
【売上】

▶ECにおける前年のコロナ特需が落ち着きを取り戻している
【利益】

▶事業拡大が見込まれる次の案件へ積極投資（流山事業所、二俣新町事業所、尼崎事業所）
▶コロナ禍における事業継続のため、感染対策を徹底したことから、給与補償や間接コストが増加

【TOPICS】
▶８月に二俣新町事業所を開設。家電雑貨・事務用品等を扱う庫内業務をスタートさせ今後更に拡大
▶派遣事業としては物流拠点、配送センターなど新たに10拠点に約160名の人材供給を開始

今後も拡大が見込めるためニーズの増加に伴い人材を供給していく予定
▶8月にリクルートセンター2拠点、10月に流山事業所を開設
これらプロジェクトは下半期および来期に大きく貢献する見通し

2022年3月期 第2四半期 決算概要

ファイズオペレーションズ株式会社
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2022年3月期 第2四半期 決算概要

ファイズオペレーションズ株式会社

（単位:人数）
（単位:人数）

▶８月に千葉県内２カ所に採用専用拠点「南流山リクルートセンター」および「柏リクルートセンター」を開設
▶10月の流山事業所開設に向け、2ヶ月で1,200名のスタッフを採用

また管理業務を行う正社員の採用にも力を入れ、前年同月比、約60名増加
▶これらプロジェクトは下半期および来期に大きく貢献する見通し
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ファイズトランスポートサービス株式会社

売上高 営業利益（単位:百万円） （単位:百万円）

2022年3月期第2四半期は増収増益

▶配車プラットフォーム事業の取引社数・成約件数が増加
▶関東圏及び大阪にて家電専門店のラストワンマイル事業を開始
▶尼崎営業所を中心に消費財メーカーの輸送業務を開始

2022年3月期 第2四半期 決算概要
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（単位:円）

燃料価格の高騰によりコストが増加しているものの、配車プラットフォーム事業の
取引社数の増加および成約件数の増加により増収増益

▶ラストワンマイル事業では7月に家電専門店の宅配業務を受託したことから、千葉県に2拠点のデリバリーセンターを開設
さらに、11月にも新たに大阪府において2拠点開設。今後も展開エリアの拡大を目指す

▶配車プラットフォーム事業については、引き続き取引社数の拡大に取り組んだことから、第2四半期およそ100社の増加
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ファイズトランスポートサービス株式会社

108.2

111.1

115.2

121.7

123.6 123.9

127.6
130.5 130.3 130.1

137

100

110

120

130

140

燃料価格推移（軽油）

※参照:e燃料 https://e-nenpi.com/gs/price_graph/2/3/0/

取引社数および成約件数（単位:社数、件数）



10

株式会社中央運輸

売上高 営業利益（単位:百万円） （単位:百万円）

2022年3月期第2四半期は増収減益

▶グループ参入後はグループ内連携が進んだことでシナジー効果が現れ、売上・利益ともに伸⾧

【TOPICS】
▶営業倉庫を年内開設に向けて準備中

2022年3月期 第2四半期 決算概要
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株式会社中央運輸
2022年3月期 第2四半期 決算概要

神奈川県厚木市に約1,700坪の物流センターを年内開設に向けて準備中

▶倉庫需要増への対応 → 総合物流事業への挑戦（倉庫業）
▶エリア優位性を活かした営業戦略（厚木ゲートウェイ・圏央道）

【アクセス】
本厚木駅から車で約20分、相模原愛川インターまで2km

《県央地区最大級の工業団地内》
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ブリリアントトランスポート株式会社

売上高 営業利益

（単位:百万円） （単位:百万円）

2022年3月期第2四半期は増収減益

▶2022年3月期第２四半期は、海上輸送のニーズが増加したことで増収
▶事業拡大のため本社オフィス移転および支店開設の費用が増加したことにより減益

2022年3月期 第2四半期 決算概要

97 111

178

337

457

0

100

200

300

400

500

2018年3月期

2Q

2019年3月期

2Q

2020年3月期

2Q

2021年3月期

2Q

2022年3月期

2Q

1

△ 4

12
14

12

△ 5

0

5

10

15

2018年3月期

2Q

2019年3月期

2Q

2020年3月期

2Q

2021年3月期

2Q

2022年3月期

2Q

2021年4月
子会社化

2021年4月
子会社化

前年同期比
36％増



13

数字で見るファイズグループ

163台

営業車両数

2022年3月期 第2四半期 決算概要

1,923社

取引企業数

※トランスポートサービス
配車プラットフォーム事業のみ

※2021/2Q末時点

41拠点

拠点数

※2021/11月時点

7,071件

配車成約件数

※トランスポートサービス
配車プラットフォーム事業のみ

※2021/9月実績※2021/2Q末時点

471人

正社員数

※2021/2Q末時点

3,839人

スタッフ数

※自社スタッフ数
※2021/11月時点



14

ファイズホールディングス株式会社
( 管理本部 吉島伸一・西村考史 )

06-6453-0250 
06-6453-0251
ir@phyz.co.jp

T E L

FA X

E - m a i l

お問い合わせ先

本資料に記載されている業績見通し、目標、計画、戦略などは、資料作成時点において入手可能な
情報に基づいて当社で判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、本
資料に記載されている内容と大きく異なる可能性があることをご承知おきください。また、本資料
に記載された内容は、予告なしに変更されることがあります。


